
リハビリテーション科より

「変形性股関節症」手術後の

リハビ、リテーションについて
主任理学療法土

渡遺靖晃

【寛骨臼回転骨切り術後のリハビリテーション】

．骨切り術の場合は、切断面の骨同士が癒合するのを

待つ必要があります。骨癒合を待っている聞は、股

関節に少しずつ負荷をかけてリハビリを行っていく

ことが重要になります。

－全荷重歩行の目安は術後8週からとなっています。

－手術後翌日より座位練習、車椅子離床練習を行いま

す0

・歩く練習は平行棒の中から開始します。最初は体重

をあまりかけずに歩く練習を行います（例： 10kg荷

重や体重の 1/4荷重など）。理学療法士と一緒に練

習を行います。松葉杖や 1本杖を利用しながら、医

師の指示の下、少しずつ荷重量を増やし歩行獲得を

目指します。

【人工股関節置換術後のリハビリテーション】

．手術後の荷重制限はありません。

－手術後翌日より座位練習、車椅子離床練習を行いま

す。

－可能な限り早期からの歩行練習を開始しています。

平行棒内歩行司歩行器歩行司杖歩行（キ独歩）と進

めていくことが多いです。

荷重制限はありません。ニ体重をかけて大丈夫です。
痛みに応じて歩く練習を行います。

－完全筋鵬温存前方進入手術が行われています。後方

進入では脱臼のリスクがありますが、当院の方法で

は脱臼に対する制限の必要はなく普段通りの生活が

可能となります。

• J患者様の入院前生活状況や年齢などにも関係します

が、早期に歩行可能となりますので手術後2～3週
で自宅退院が可能になります。退院後の不安が強い

場合や継続したリハビリ加療をご希望される場合に

は、回復期リハビリ病院などへの転院も可能です。
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「くす（樟）」の由求について

〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈長Lられます。種々の精
油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出
されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬師書）
は医術に関する書物のことを言います。
本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情報を提供
しております。お気軽にお読み下さい。



｜ 国立病院機構熊本医療センター 臼蓋（寛骨臼）形成不全症
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正常な股関節では
大脚骨 の骨頭
（ボールみたいな
部位） が寛骨臼の
中に収まっていま
す。
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・総合医療センヲ 総合診療科、血液内科、腫蕩内科、

糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、腎臓内科

・消化器病セン亨ー消化器内科

・心臓血管セン空 循環器内科、心峨血管外科

・脳神経セン宇一脳神経外科、神樫内科

・感覚器センヲ 眼科、耳鼻いんこう科、皮膚科

・画像診断・治療セン安一放射線科、放射線治療科

・救命救急セン安一救急科

・病理診断科・外科 ・頭頚部外科

・小児外科 ・整形外科 ・形成外科

・リウマチ科 ・小児科 ・泌尿器科

・リハビリテーション科 ・麻酔科

・呼吸器外科

・精神科
・産婦人科

・歯科口腔外科

診療科

［当院での股関節手術］

当院では侵襲の少ない手術を目指し
ており、以下のメリットがあります。

【寛骨臼回転骨切り術

-Curved PeriacetョbularOsteotomy一】
．術創が 10cmと小さい。

－手術時間が I～2時間
と短かい。

－筋肉をほとんど傷っけ

ないため、痛みが少な

く、筋力の回復が早い0

．早期に歩行可能となる

（全荷重歩行が術後 8週

から可能）。

【人工股関節置換術一完全筋腿温存前方進入手術一】

・術創が 10cmと小さい。一一 ー

－筋肉を傷っけないため、

痛みが少なく、筋力の

回復が早い。

－脱臼しにくい0

・早期に歩行可能となる。
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・女性に多いですが、最近では男性にも増えてい

ます0

・高齢者はもちろん、 10代後半から症状を訴え
る場合もあります0

・日本では寛骨臼の形成不全（ 蓋
形成不全ん京ど生じるものがほし、

んどです。

・最近では大腿骨と寛骨臼が衝突す
ることでも、変形が生じてくる事

がわかってきました。

急患は

いつで壱

受け付けます

、！〆
＠診療時間 8:30～17:00
＠受付時間 8:15～11:00
＠休診日土・日曜日および祝日

〒8600008熊本市中央区二の丸15 

TEL 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 

H P http://www.nhokumamoto.jp/ 

寛骨臼回転骨切り術
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人工股関節置換術

【股関節外来】担当医平井奉博

月曜日の午前と、水曜日の午後に外来での

診察を行っておりますので、股関節の痛みで

お悩みの方は是非一度ご相談ください。

・股関節の痛みを認め、動きが悪くなります0

・最終的には歩行困難となります。
・股関節の痛みを誘発させる肢位（股関節屈曲・

内旋、または足を4の字に組む）での廃痛を確

認します。

・レントゲン検査
・保存療法：体重コントロール、長距離歩行の禁

止、筋力トレーニング、痛み止め、湿布などで
経過をみます。

・手術療法
・変形が強い場合： 人工股関節置換術を行います0

・変形が強くない場合： 50歳くらいまでで、寛
骨臼の形成不全などあれば、 寛骨臼や大腿骨の
骨切り術を行います。

・人工関節置換術の耐久年数は 15～20年と言わ
れていますので、 50歳までに人工腹関節置換
術を行うと、人工股関節『再』もしくは『再々』

置換術にまで至る可能性があります。

・変形が強くなる前であれば、関節を温存する骨

切り術等で対応出来る場合もありますので、そう

いった病態を早期に診断することが重要です。

宅顎量調・
当院の整形外科は 7名で、各専門分野のスペ

シャリストが揃っており、日々診療を行っており

ます。

－橋本伸朗：脊椎外科、関節リウマチ

・福元哲世：関節外科（膝、股）、外傷外科

・前田智：関節外科（肩、股）、外傷外科

・中馬東彦：関節外科（膝、股）、外傷外科

・平井奉博：関節外科（股）、関節リウマチ

．松下任彦：外傷外科

．浦田泰弘：外傷外科

【特徴】

・手術数は年間 1000例を超えています。

・当院では全診療科が揃っていますので、合併症

をお持ちの方でも、各科と連携して安全に治療を

行うことができます。

0歩行で増悪する下肢のしびれ：脊椎外科
O膝痛・肩痛・股関節痛：関節外科
0手指のこわり・腫脹：関節リウマチ
などの症状ある方は是非一度ご相談ください。


